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第第11章章   基基本本方方針針  

 

1-1 計画策定の背景と目的 

自転車の活用は、単に近隣の移動手段としてだけではなく、環境

負荷の低減や健康増進等さまざまな効果が期待されており、その利

用環境は大きな変革期を迎えています。  

特に北海道の雄大な自然景観を求めて、国内外からサイクリスト

が多数来道しており、本市においても日本最北の「宗谷岬」を目指

して多くのサイクリストが訪れる地域であることから、走行環境の

改善や受け入れ環境の充実等が求められています。  

このため、国、北海道、市等が連携したサイクリング環境の整備

に向け、「自転車活用推進計画」を策定し、サイクルツーリズムのさ

らなる推進を通じ、道の駅を含めた周遊観光の確立と、交流人口の

拡大を図っていくこととしました。  

また、自転車活用の推進は、地球環境にやさしい取り組みの一つ

でもあり、このようなことから、本市では、自転車が安全・快適に

移動できる環境整備を進めるため、自転車政策を総合的かつ効果的

に展開する方向性を示すことを目的に、「稚内市自転車活用推進計

画」を策定いたしました。 

 

1-2 計画対象区域の設定 

対象区域は、稚内市全域とします。（図 1-1 黄色部分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 計画対象区域の位置図 
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1-3 計画の位置づけ 

稚内市自転車活用推進計画は、「第 5 次稚内市総合計画」や「稚内

市都市計画マスタープラン」などの既存計画を踏まえ、まちづくり

や交通計画などと連携を図りながら展開していくことが重要です。

また、国の自転車施策に係わる「自転車活用推進計画」や「北海道

自転車利活用推進計画」など関連計画等と連携・整合を図っていき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 計画の位置づけ 

1-4 計画の期間 

稚内市自転車活用推進計画は、計画期間を 10 年とし、計画目標

年次を令和 12 年度（2030 年度）とします。なお、上位・関連計

画の見直しや社会経済情勢の変化等により、修正する必要がある場

合は適宜見直します。 

 

1-5 計画策定の検討体制 

市、関連する国・北海道の道路管理者、市が必要と認めた方々（学

識者、警察、交通事業者、市の関連団体、自転車関係団体）で構成

された「稚内市自転車活用推進懇談会」を設置し、稚内市の自転車

交通を取り巻く現状を共有した上で検討いたしました。 
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第第22章章   現現状状及及びび課課題題、、計計画画のの目目標標  

 

2-1 現状分析及び課題整理 

2-1-1 自転車保有台数 

環境に対する意識や健康志向の高まり等から、国内の自転車保有

台数は増加を続けており、特に快適性やファッション性が優れるス

ポーツ車が増加傾向にあります。 

しかし、猛スピードでの歩道走行や、スマホを見ながらの運転な

ど、ルールやマナー違反が問題視されています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 自転車保有台数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料： (財)自転車産業振興協会、(財)自動車検査登録情報協会、 

(社)自転車協会、自転車の安全利用促進委員会 
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図 2-2 車種別販売台数の推移 

 

 

表 2-1 自転車の種類 

ホーム車 シティ車 スポーツ車 

・主に婦人用に設計された車で

重量 10～20 ㎏。チェンジギヤ

装 置 付 き の も の を 含 む 。

  

 

・日常の交通手段(通勤・通学・

買物)に用いる車で標準仕様に

よる重量が 10～20 ㎏。チェン

ジギヤ装置付きのものを含む。 

 

・各種サイクルスポーツ、

レジャー用。チェンジギヤ

装置付きで標準仕様による

重量は 10～18 ㎏。輪行車、

ロードレーサーを含む。但

し、ジュニアスポーツ車は

含まない。 

 

マウンテンバイク 電動アシスト車 その他 

・荒野、山岳地帯等での乗用に

対応した構造で呼び径 26 のも

の。原則としてフラットハンド

ル、カンチレバー型ブレーキ、

ワイドレンジのチェンジギヤ

装置付きのもので、類型車も含

める。但し、呼び径 24 以下の

ジュニア用マウンテンバイク

は含まない。  

 

・充電用バッテリーを補助動力

として設計された車で、二輪及

び三輪で構成されるもので、チ

ェンジギヤ装置をもつものも

含む。  

 

・子供用自転車、折り畳み

自転車、ミニベロ等を含む。 

 

 

資料： (財)自転車産業振興協会、自転車国内販売動向調査 

 

 

 資料：自転車国内販売動向調査車種区分（2003 年度～2013 年度） 

年
間
販
売
台
数
の
推
移 

（
Ｈ
15
を
１
と
す
る
指
標
） 
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2-1-2 サイクリングイベントの実施状況 

各年代でサイクリング実施率の割合が増加し、イベント参加者数

も実施率の割合の増加に伴って、増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 年代別サイクリング実施率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 北海道のサイクルイベント参加者数の推移 

 

資料：笹川スポーツ財団 
「スポーツライフに関する調査報告書」（2006～2012） 

 

資料：北海道開発局調べ 

 

 

実
施
率 

H18        H20            H22           H24 
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2-1-3 自転車利用状況 

稚内市は、サイクリストの憧れである日本最北の「宗谷岬」を有

しており、サイクリング需要が多く、国道 238 号では、平日・休日

ともに約 10 年前と比べ５～６倍に増加しています。 

また、利尻・礼文にも多くのサイクリストが訪れ、利礼航路では

直近３カ年で 5,000 台を超える利用があります。 

しかし、案内サインやサイクルラックの設置など、サイクリスト

を受け入れるための環境は十分に整っていません。 

 

 

資料：北海道開発局 稚内開発建設部調べ

（鴛泊港）

（宗谷岬）

上り（稚内⇒沓形・鴛泊・香深）

島間（香深⇔沓形・鴛泊）

【利礼航路・手荷物航送実績
（H29-R1)】

下り（沓形・鴛泊・香深⇒稚内）

（台）

3年で5,000台以上の利用あり
（輪行袋などの輸送は未計上）

（台）

※換算値により算出（日当たり交通量×30日）

自転車交通量（R238：月当たり）

（平日自転車交通量） （休日自転車交通量）

H17センサス
に比べ約5倍

に増加

H17センサス
に比べ約6倍

に増加

（台）

 

図 2-5 自転車利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 

 

2-1-4 レンタサイクル利用状況 

キタカラ（稚内観光協会）におけるレンタサイクルの利用台数は、２年間で約

５倍に増加しています。また、レンタサイクル利用者の約７割が観光名所の「宗

谷岬」及び「ノシャップ岬」を行き先にしています。 

 

69

219

376

0

50

100

150

200

250

300

350

400

キタカラ（観光協会）

H30実績 R1実績 R2実績

（台）

キタカラ（稚内観光協会）の
レンタサイクル利用台数の推移

２年間で
約５倍に増加

キタカラ

ノシャップ岬
３２％

宗谷岬
３４％

市内
２２％

宗谷岬

市内

ノシャップ岬

レンタサイクル利用者の主な行き先

 

 

図 2-6 レンタサイクル利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北海道開発局 稚内開発建設部調べ 
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2-1-5 交通分担率 

稚内市の徒歩・自転車利用割合は市内での従業・通学で 21.1％と

高い割合にありますが、自転車のみでの割合は 5.6％と低い割合と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7 稚内市における交通手段分担率 

 

 

 

 

 

 

徒 歩 15.5％ 

自転車  5.6％ 
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2-1-6 自転車交通量 

平成 17 年度道路交通センサスにおいて、一般国道 40 号、道道

抜海港線では、自転車交通量（12h）がおよそ２００台となってい

ます。 

市街地では高等学校・中学校付近の路線において、自転車交通量

が多いと想定されます。 

 

資料：H17センサス自転車交通量

凡例
12時間自転車交通量（台）

0以上～50未満

50以上～100未満

100以上

学校

中学校

高等学校

217台

117台

214台

72台

207台

21台

32台

72台

75台

8台

 

図 2-8 12 時間自転車交通量 
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2-1-7 自転車関連事故の発生状況 

市内における自転車関連の事故件数は少なく、その事故の約 6 割

が自転車側に違反のない事故となっています。また、過去には死亡

事故も発生しています。  

 

表 2-2 自転車事故発生状況（平成 26 年～令和元年） 

事故件数 うち死亡事故

平成26年 5件 1件

平成27年 3件 0件

平成28年 2件 0件

平成29年 1件 0件

平成30年 0件 0件

令和元年 1件 0件

計 12件 1件
 

資料：稚内市調べ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N=12 

 

図 2-9 違反別事故割合（平成 26 年～令和元年） 

資料：稚内市調べ 
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2-1-8 稚内市の観光入込状況 

近年、観光入込客数は横ばいでしたが、平成 27 年度から 5 年連

続の 50 万人越えを達成しています。 

特に、7 月を中心とした夏期の入込が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10 観光入込客数の推移（平成 22 年度～令和元年度） 

資料：稚内市観光入込客数調査より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-11 月別観光入込客数（令和元年度） 

資料：稚内市観光入込客数調査より 
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本市の観光入込客数（令和元年度）のうち、道外客が全体の 73％

を占めており、宿泊する観光客が 59％と高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12 稚内市観光入込客数 道内・道外客内訳（令和元年度） 

資料：稚内市観光入込客数調査より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-13 稚内市観光入込客数 日帰り・宿泊客内訳（令和元年度） 

資料：稚内市観光入込客数調査より 
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2-1-9 稚内市におけるサイクリングイベントの現状 

稚内市内を通過するサイクルイベントは 2 つ開催されています。

JR 旭川駅から北上し、名寄市を経由して宗谷岬を目指すルートや釧

路市から北海道を一周し、再び戻ってくるコースとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2-14 稚内市におけるサイクルイベント（令和元年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地理院地図 

大会名 開催日 コース延長 参加料 定員

北海道一周ライド 2019.6.24-7.17 2400km 18,000円～216,000円 50人

TEPPEN-RIDE 2019.9.20-22 315km 42,000円～48,000円 20人

＊北海道一周ライド・ＴＥＰＰＥＮ－ＲＩＤＥ共に一部区間が該当。 
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2-1-10 サイクリングイベントにおけるアンケート結果 

（平成 30 年実施：北海道一周ライド、TEPPEN-RIDE） 

 

開催した２つのサイクルイベントは、北海道外からの参加者が多

く、特に 60 代の参加者が 50%を占めています。 

 

 

20代
5%

40代
14%

50代
18%

60代
50%

70代以上
14%

資料：北海道観光入込客数調査

年齢
回答者：22人

 

図 2-15 北海道一周ライド、TEPPEN-RIDE 参加者アンケートより（平成 30 年） 

 

 

道内
45%道外

55%

資料：北海道観光入込客数調査

道内

道外

お住まい
回答者：22人

 

図 2-16 北海道一周ライド、TEPPEN-RIDE 参加者アンケートより（平成 30 年） 

年齢 

お住まい 
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サイクルイベントの参加者の多くは、サイクルツーリズムの頻度

が高く、北海道に複数回訪れている人が約半数を占めていることか

らも、北海道でのサイクルツーリズムへの関心が高くなっています。 

 

 

月に2回以上
32%

月に1回以上
23%

2～3か月に

1回程度
23%

半年に1回程度
18%

1年に1回程度
5%

資料：北海道観光入込客数調査

サイクル
ツーリズムの

頻度
回答者：22人

 

図 2-17 北海道一周ライド、TEPPEN-RIDE 参加者アンケートより（平成 30 年） 

 

 

道内在住
48%複数

48%

今回が初めて
4%

資料：北海道観光入込客数調査

道内在住

複数

今回が初めて

来道経験
回答者：21人

 

図 2-18 北海道一周ライド、TEPPEN-RIDE 参加者アンケートより（平成 30 年） 

 

サイクルツーリズムの頻度 

来道経験 
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2-2 計画目標の設定 

計画目標の設定及び施策については、本市における自転車利用の

状況や課題など現状分析を行うとともに、サイクリング需要の増加

への対応、市街地から郊外部を通じ、自転車利用者の安全な利用環

境の整備の観点から、国や北海道の自転車活用推進計画を踏まえ、

長期的な視点にたった目標として、以下の通りに設定しました。 

 

表 2-3 計画目標の設定及び施策 

目標 施策 

目標１ 

地域の特性に応じた 

良好な自転車通行空間の形成 

・自転車通行空間の計画的な整備推進 

目標２ 

地域の魅力を活かした 

サイクルツーリズムの推進 

・魅力的なサイクリング環境の創出 

目標３ 

自転車事故のない 

安全で安心な地域づくりの実現 

・自転車の安全利用の促進 
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第第33章章   施施策策体体系系とと施施策策展展開開  

 

3-1 施策体系 

国の自転車活用推進計画の施策に基づき、本市の現状や課題を考

慮して、以下のとおり施策の体系を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 施策の体系 


